
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）
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年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
○地域支援員の派遣

○中山間地域の活性化支援

地域サポート人ネットワーク全国協議会に参加し、先進的な事例等の情報収集を行う。
・事業費関連
【歳入】
　過疎対策事業債 千円
　地域課題解決支援事業補助金 千円
　雇用保険料 千円
【歳出】
　報酬（＠159,900×12月×4人） 千円
　共済費（地域支援員社会保険料） 千円
　旅費（地域支援員交通費） 千円
　旅費（地域サポート人ネットワーク全国協議会（幹事）） 千円
　委託料（地域支援員推進委託料） 千円
　使用料及び賃借料（高速道路使用料、支援員住居借上料） 千円
　補助金（地域課題解決支援事業補助金） 千円
　負担金（地域サポート人ネットワーク全協議会負担金等） 千円
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①
人口（4月1日現在） 117,680 人

市民1人当たり

②

人

1,297,350

  総  事  業  費 (A+B) 16,366,350
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項　　目 平成 25
  直  接  事  業  費  A

財
源
内
訳

    国   庫   支   出   金
300,000

    借   入   金   ( 市 債 )
    県　 支　 出　 金

    そ   の   他（使用料など）
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　人口減少や高齢化等の著しい過疎・中山間地域に地域支援員を派遣し、地域点検及び地域での話し合いの促
進、地域行事・活動、その他地域おこしの支援等を通じて、地域力の維持・強化を図る。
　吉和地域1名（H23.8月～）、佐伯地域1名（H25.10月～）、浅原地区1名（H26.9月～）、玖島地区1名
（H26.11月～）

300

300
39

141

82

　連携協力に関する協定を結ぶ広島修道大学による「地域資源発掘・磨き上げプロジェクト」に対して、その
経費の一部を助成する。

600

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 02
政 策 目 標 多様な暮らしが選べ、快適に暮らせるまちに 項 01
重 点 的 取 組 多様な地域特性を生かした交流・定住を進める 目 11

平成 27

担当課名 自治振興部　地域政策課

予
算
科
目

会計 01 一般会計
総務費
総務管理費
コミュニティ振興費

実施主体

市

市役所（職員）の役割 関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割
・地域の実態を現場・対話主義により、
正確に把握し、地域特性に応じた活性化
への取組みを企画・立案する。

事業名
コミュニティ一般事業

事業開始年度

根拠法令
条例

個別計画 等
地域支援員推進、中山間地域助成

目
的

【対象】誰の（何の）ために

平成 23

過疎地域自立促進計画、地域
支援員推進事業実施要綱・要
領、地域支援員設置要綱

【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民
過疎・中山間地域で、地域住民が一体となった地域おこしの取組みを活発化し、地域
内外の交流・定住を推進する。

地域支援員、市民、
地域住民自治組織、
連携大学

お互いに連携し、地域課題の発見・解
決、地域の活性化に取り組む。


